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第４回四国水問題研究会

日時：平成19年6月13日 14時より

場所：高松サンポート合同庁舎 アイホール大会議室（香川県高松市）

1.1.吉野川の治水の現状吉野川の治水の現状

2.2.吉野川の利水の現状吉野川の利水の現状と水利用実態と水利用実態

3.3.吉野川の吉野川の水水環境の現状環境の現状

吉野川水系に係る水問題について
～現状と課題の再確認と情報提供～



1．吉野川の治水の現状
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回
数

1時間降水量100mm以上

1時間降水量75～100mm

平均
2.3回/年

平均
3.1回/年

平均
6.3回/年

１時間降水量（75mm以上）の年間延べ件数（四国のアメダス地点６７箇所より）

四国の特性四国の特性 集中豪雨が近年増加集中豪雨が近年増加1.吉野川の治水の現状



四国の特性四国の特性 「全国一」遅れている堤防整備「全国一」遅れている堤防整備
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　　全国直轄河川における堤防の未整備率は、16.2％に対して、四国の未整備率は25.2％と全国一遅
れている！

未整備率＝暫々定堤防（HWL以下堤防延長等）/整備必要延長＊100　　2004河川便覧より作成

全国直轄河川の地域別堤防未整備率
未整備率（％）
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整備率 未整備率

吉野川

1.吉野川の治水の現状

堤防未整備率：各河川で堤防が計画されている区間において堤防が完成していない割合 （出典：2004河川便覧）

全国直轄河川における堤防の未整備率16.2％に対して、四国の未整備率は25.2％
と全国一遅れている！

25.2％

16.2％

全国

四国



吉野川水系河川整備基本方針吉野川水系河川整備基本方針
（平成１７年度策定）（平成１７年度策定）

基本高水のピーク流量を基準地点岩津に
おいて24,000m3/sとし、このうち既存ダム

及び流域内の洪水調節施設により
6,000m3/s を調節して、河道への配分を
18,000m3/sとする。 1,50001,500大 寺旧吉野川

18,0006,00024,000岩 津吉野川

河道への
配分流量

(m3/s)

洪水調節施
設による調

節流量

(m3/s)

基本高水の
ピーク流量

(m3/s)

基準地点河川名

基本高水のピーク流量等一覧

1.吉野川の治水の現状



吉野川流域において6,000m3/sの洪水調節施設が必要

柳瀬ダム

新宮ダム

富郷ダム

池田ダム
早明浦ダム

治水機能を持つ既設ダム

・現状では既設５ダムにより、 約3,000m3/sを調節
・残り3,000m3/sについては、既設ダムの操作ルールの変更、利水容量や堆砂容量等の

治水容量への活用等による既存施設の徹底的な有効活用を図り、不足する調節量につい
ては、洪水調節施設の整備を検討

吉野川における洪水調整施設の整備状況吉野川における洪水調整施設の整備状況1.吉野川の治水の現状
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最大流入量

最大放流量

（ｍ3/ｓ）

計画最大放流量2,000m
3
/s

計画高水流量4,700m
3
/s

①①3333年間で年間で8181回の洪水調節を実施回の洪水調節を実施：：H16H16年は年は99回、回、H17H17年は年は11回、年回、年22～～33回洪水調節実施回洪水調節実施
②②H17H17年台風年台風1414号では洪水の号では洪水の98%98%をため込み洪水調節を実施をため込み洪水調節を実施
③③44回計画を越える流入・回計画を越える流入・22回計画を越える放流実施：計画を越える大洪水に対しても洪水調節実施回計画を越える放流実施：計画を越える大洪水に対しても洪水調節実施
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早明浦ダムの洪水調節回数

H17年台風14号における洪水調節

早明浦ダム実績流入量上位10洪水の洪水調節

もし渇水でなければ・・・もし渇水でなければ・・・

3,6003,600

頻発する水害頻発する水害 早明浦ダム洪水調節実績早明浦ダム洪水調節実績1.吉野川の治水の現状

最大流入量
毎秒約5,640m3

約58ｍ

調節前貯水位

調節後貯水位

最大流入量時
洪水の９8%を貯留

洪水
最大流入量時

2％放流

最大流入時放流量
毎秒約100m3/s

/s



少雨により、早明浦ダムの利水容量が２度にわたり枯渇
ひとつの台風で、利水容量が０％から一気に１００％に

洪水調節前の早明浦ダム
（Ｈ１７．９．５ ９時頃）

貯水率０％ （標高２８０．２８ｍ）

洪水調節後の早明浦ダム
（Ｈ１７．９．７ ９時頃）

貯水率１００％ （標高３３８．６８ｍ）

約58m

1.吉野川の治水の現状
頻発する水害頻発する水害

記録的大渇水から大洪水へ（吉野川）記録的大渇水から大洪水へ（吉野川） ①①



貯 水 位 の 変 化

洪 水 調 節 グ ラ フ

早明浦ダム
約2億4800万m3の

洪水を約２日間に渡
りダムへ貯めた。

×200個分

２億4800万m3は、
東京ドーム200個分に相当

1.吉野川の治水の現状
頻発する水害頻発する水害

記録的大渇水から大洪水へ（吉野川）記録的大渇水から大洪水へ（吉野川） ②②

貯
水
位
の
急
上
昇

約58m



早明浦ダムの洪水調節早明浦ダムの洪水調節
（もし台風（もし台風1414号襲来時に利水容量が満水だったら号襲来時に利水容量が満水だったら))
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実績放流量 実績流入量

9月4日 9月5日 9月6日 9月7日

将来的には、将来的には、早明浦ダムの洪水調節容量を増大早明浦ダムの洪水調節容量を増大させると共に、させると共に、
低い貯水位でも低い貯水位でも確実に放流できるよう施設を改築確実に放流できるよう施設を改築。。

計画最大放流量

2,000m3/s

予想貯留量
9,000万m3

最大流入量5,639m3/s

実績洪水調節量
約5,539m3/s

流入量最大時放流量
約100m3/s

洪水襲来前の利水容量
が満水だった場合の
推定放流量

約 3,600m3/s

利水容量が満水
だった場合には洪
水調整をしきれず、
約 3,600ｍ3/sの
放流を実施したと
予想される。

予想洪水調節量
約3,600m3/s

1.吉野川の治水の現状

計画流入量波形

4,700m3/s



2．吉野川の利水の現状と
水利用実態



池田ダム池田ダム

松尾川ダム松尾川ダム

名頃ダム名頃ダム

早明浦ダム早明浦ダム

鹿森ダム鹿森ダム

別子ダム別子ダム

鏡ダム鏡ダム

長沢ダム長沢ダム

大森川ダム大森川ダム

穴内川ダム穴内川ダム

富郷ダム富郷ダム
柳瀬柳瀬
ダムダム

新宮新宮
ダムダム

国分川国分川

鏡川鏡川仁淀川仁淀川

国
領
川

国
領
川

吉野川吉野川

松尾川松尾川

銅山川銅山川

繁藤繁藤
ダムダム

③③穴内川分水穴内川分水
①①仁淀川分水仁淀川分水

⑥⑥香川用水香川用水

⑤⑤愛媛分水愛媛分水

④④別子分水別子分水
⑧⑧松尾川導水松尾川導水

⑦⑦吉野川北岸農業用水吉野川北岸農業用水

②②高知分水高知分水 徳島県

香川県

愛媛県

高知県

需要地

流域内利用⑧松尾川導水

流域内利用⑦北岸用水

⑥香川用水

⑤愛媛分水

④別子分水

③穴内川分水

②高知分水

①仁淀川分水

備 考分水・導水

分水を伴わない分水を伴わない
吉野川沿川利用吉野川沿川利用

分水を伴わずに本川下流で使用される徳島用水を除き、吉野川の分水・導水は８系統に大別できる分水を伴わずに本川下流で使用される徳島用水を除き、吉野川の分水・導水は８系統に大別できる

2.吉野川の利水の現状と
水利用実態 四国四県に供給される吉野川の水四国四県に供給される吉野川の水

吉野川総合開発一連時事業吉野川総合開発一連時事業
によるダム・堰によるダム・堰

吉野川総合開発前のダム・堰吉野川総合開発前のダム・堰

凡凡 例例ダムダム 堰堰

徳島用水徳島用水



●仁淀川分水→仁淀川（高知県）・・・（S15年分水開始）

目的：発電

●穴内川分水→国分川（高知県）・・・・（M34年分水開始）

目的：灌漑用水、発電（M42～）

●銅山川分水→赤之井川（愛媛県）・・・（S28年分水開始）

目的：灌漑用水、発電

●別子分水→国領川（愛媛県）・・・・・・・（M45年分水開始）

目的：工水、発電（S41～）

2.吉野川の利水の現状と
水利用実態

吉野川総合開発前からの分水吉野川総合開発前からの分水
（（愛媛県と高知県による愛媛県と高知県による分水分水利用利用））



吉野川総合開発以前の分水は、主として発電を目
的として行われた。

吉野川の水利用形態は、
○従来、吉野川下流沿川における農業用水利用吉野川下流沿川における農業用水利用のみ
であったが、
戦後のエネルギー需要の増大をきっかけとし、

○(主として)発電を目的とした局所的な分水発電を目的とした局所的な分水が行われ

るようになった。

2.吉野川の利水の現状と
水利用実態

吉野川の水利用形態の変遷吉野川の水利用形態の変遷
（分水のはじまり）（分水のはじまり）



吉野川総合開発以前の分水も、現在は分水先の河
川で有効に活用されている。

○吉野川総合開発以前の分水は、主として発電を目
的として行われた。

◎現在では、分水先河川の自然な流況の一部として
扱われ、ダムの運用に組み込まれるなど、農業用水
や都市用水として有効に利用されている有効に利用されている。

2.吉野川の利水の現状と
水利用実態

吉野川の水利用形態の変遷吉野川の水利用形態の変遷
（総合開発以前の分水について）（総合開発以前の分水について）



高
知
分
水

柳瀬ダム

香川用水

池田ダム

新宮ダム

愛媛分水

富郷ダム

早明浦ダム

旧吉野川河口堰

今切川河口堰

吉野川総合開発の分水
香川用水（早明浦ダム）
愛媛分水（早明浦ダム・新宮ダム）
高知分水（早明浦ダム）

2.吉野川の利水の現状と
水利用実態 吉野川総合開発の施設吉野川総合開発の施設

※総合開発以降の施設



○総合開発以前は(主として)発電を目的とした局所的な分水発電を目的とした局所的な分水

が行われるのみであり、吉野川水系はほとんど未開発の状
態であった。

○吉野川水系の総合的な開発の必要性は認識吉野川水系の総合的な開発の必要性は認識されていたが、
四県の立場の違い等から調整は難航。

・S25 国土総合開発法
・S26 四国地方総合開発審議会設立

○高度成長期における生活様式・産業構造の飛躍的な変化高度成長期における生活様式・産業構造の飛躍的な変化
に伴い、より総合的・広域的な水利用(分水)を実現する吉野

川総合開発計画が具体化し、実現に至った。
・S35 四国地方開発促進法
・S35 四国地方開発審議会設立
・S37 吉野川総合開発部会設立
・S41 第4回吉野川総合開発部会（計画「案」取りまとまる）

2.吉野川の利水の現状と
水利用実態 吉野川総合開発による水資源開発吉野川総合開発による水資源開発



吉野川総合開発吉野川総合開発 吉野川の水の配分吉野川の水の配分

※1河川維持流量
河川の機能を正常に維持していくための

流量のことで、生物の棲息・良好な水質の
維持 ・河川景観の保全などに欠かせない
流量です。

※2 既得用水
早明浦ダムができる前から使っている用

水のことです。河川維持流量と併せて不特
定用水と呼ばれています。吉野川本川にお
ける不特定用水は年間約7.72億m3あり、用
水供給全体の約46%を占めています。

※3 新規用水
早明浦ダムなどを造ることによって新たに

生み出した用水です。香川用水はすべて新
規用水です。吉野川総合開発の場合、四国
四県の農業・水道・工業用水を合わせると年
間約8.63億m3あります。

（不特定用水）
46.2%

愛媛県

約2.03m3

（12.2%）

香川県

約2.47億m3

（14.8%）

高知県

約0.39億m3

（2.3％）

徳島県

約11.82億m3

（70.7%）

水道用水
1.4%

工業用水
1.0%

工業用水
9.3%

工業用水
2.6%

既得用水
2.2%

水道用水
5.9%

農業用水
6.3%

工業用水
15.7%

水道用水
4.1% 農業用水

4.7%

※１

河川維持流量
及び
※２

既得用水
46.2%

農業用水
0.2%

水道用水
0.4%

吉野川総合開発
に関する
用水供給量

年平均16.71億m3

約2.03億m3

※富郷ダム計画による開発量 新　　規
水道用水

新　　規
工業用水

合計

1,300万m
3

4,700万m
3

6,000万m
3

愛媛県

2.吉野川の利水の現状と
水利用実態

（不特定用水）
46.2%



池田ダム池田ダム

松尾川ダム松尾川ダム

名頃ダム名頃ダム

早明浦ダム早明浦ダム

鹿森ダム鹿森ダム

別子ダム別子ダム

鏡ダム鏡ダム

長沢ダム長沢ダム

大森川ダム大森川ダム

穴内川ダム穴内川ダム

富郷ダム富郷ダム
柳瀬柳瀬
ダムダム

新宮新宮
ダムダム

国分川国分川

鏡川鏡川仁淀川仁淀川

国
領
川

国
領
川

吉野川吉野川

松尾川松尾川

銅山川銅山川

繁藤繁藤
ダムダム

③③穴内川分水穴内川分水
①①仁淀川分水仁淀川分水

⑥⑥香川用水香川用水

⑤⑤愛媛分水愛媛分水

④④別子分水別子分水
⑧⑧松尾川導水松尾川導水

②②高知分水高知分水

②②高知分水（昭和高知分水（昭和5353年）年）

吉野川瀬戸川から取水した水量に、地蔵寺川の水吉野川瀬戸川から取水した水量に、地蔵寺川の水
量を上乗せし、地蔵寺川取水堰より天神発電所を量を上乗せし、地蔵寺川取水堰より天神発電所を
経由して鏡川に分水経由して鏡川に分水((鏡ダム上流）し、鏡ダムの調鏡ダム上流）し、鏡ダムの調

整運用に組み込まれ、維持流量やかんがい・高知整運用に組み込まれ、維持流量やかんがい・高知
市水道等に供給市水道等に供給

⑥⑥香川用水（昭和香川用水（昭和4949年）年）

早明浦ダムで開発した水量のうち早明浦ダムで開発した水量のうち
香川県分を、池田ダムの取水工香川県分を、池田ダムの取水工
から香川県へ分水し、水道用水、から香川県へ分水し、水道用水、
工業用水、農業用水として供給工業用水、農業用水として供給

⑦⑦吉野川北岸農業用水（昭和吉野川北岸農業用水（昭和4949年）年）

早明浦ダムで開発した水量のうち徳島北岸用水分を、池早明浦ダムで開発した水量のうち徳島北岸用水分を、池
田ダムの取水口から吉野川左岸地区一帯に導水し、農業田ダムの取水口から吉野川左岸地区一帯に導水し、農業
用水として供給用水として供給

⑦⑦吉野川北岸農業用水吉野川北岸農業用水

⑤⑤愛媛分水のうち新宮ダム、富郷ダム開発愛媛分水のうち新宮ダム、富郷ダム開発
新宮ダム新宮ダム開発（昭和開発（昭和5151年）年）
開発した水量を、開発した水量を、銅山川第銅山川第33発電所を経由して瀬戸発電所を経由して瀬戸
内海側に分水し、内海側に分水し、 かんがいや工業用水として四国中かんがいや工業用水として四国中

央市に供給央市に供給
富郷ダム富郷ダム開発（平成開発（平成1313年）年）
開発した水量を、柳瀬ダム・銅開発した水量を、柳瀬ダム・銅山川第山川第11発電所を経由発電所を経由

して瀬戸内海側に分水し、水道用水・工業用水としてして瀬戸内海側に分水し、水道用水・工業用水として
四国中央市に供給四国中央市に供給

2.吉野川の利水の現状と
水利用実態 吉野川総合開発による広域的水利用吉野川総合開発による広域的水利用

徳島用水徳島用水



高知分水高知分水

天神発電所

早明浦ダム

吉野川

鏡川

物部川

瀬戸川
地蔵寺川

導水路トンネル

導水路
トンネル

高知市

南国市

鏡ダム

地蔵寺川取水堰

瀬戸川取水堰

水道用水
59%

工業用水
41% 高知分水

供給量

年間39百万m3

23百万m3

16百万m3

高知分水の供給量と用途割合

高知分水は、吉野川支川瀬戸川・地蔵寺川の水を集め、高知市の水がめ、
鏡ダムに注がれます。

鏡ダム

鏡川自流
２/３

高知分水
１/３

鏡ダム

鏡ダム流入量に占める
高知分水の割合は約１／３

※H4～H13の
集計値

2.吉野川の利水の現状と
水利用実態

瀬戸川取水堰

地蔵寺川取水堰

鏡ダム



愛媛分水愛媛分水

工業用水2.03億m3

（77％）

水道用水
農業用水

0.60億m3

（23％）
愛媛分水
供給量

年間2.63億m3

工業用水2.03億m3

（77％）

水道用水
農業用水

0.60億m3

（23％）
愛媛分水
供給量

年間2.63億m3

製紙業が盛んな四国中央市の工業地帯

富郷ダム

柳瀬ダム

新宮ダム

※別子山村⇒新居浜市
川之江市・伊予三島市・新宮村⇒四国中央市

愛媛分水の供給量と用途割合
うち、総合開発以前からの

分水0.36億m3 （14％）

2.吉野川の利水の現状と
水利用実態



香川用水香川用水

注1）図は、拡張計画を含む
注2）市町村合併前
出典：香川県水道局パンフレット

池田ダム

吉野川

阿讃山脈をトンネル
で貫き香川県に導水

香川用水取水工（池田ダム上流）

吉野川の水は、香川県のほぼ全域に行き渡っています。

23,300

38,300

現状 将来

100,000 100,000

52,50039,500

現状 将来

水需要量 用途別・水源別内訳

18,606

香川県内ダムの利水総貯水容量（計画）
(単位：千m3)

(単位：m3/日)上記のうち、開発水量

139,500
152,500

上水
上水

工水 工水

約1.6倍

（県１５ダム＋利水１ダム） （４事業完了後）

約1.3倍

（椛川、五名、内海、綾川ダム群）

工業用水計
8,708(15%)

水道用水計
15,322(25%)

農業用水計
36,572(60%)

(平成５年基準年)

(単位：万m3/年)

全需要量：6億602万m3

県外水源県外水源

1

1

香
川
用
水

41,996

工業用水：6,883

水道用水：7,650

農業用水：27,463
農業用水

9,108

水道用水

7,672

工業用水:1,825

1

ダム・ため池
地
下
水

河
川
水

３８％ １８％ １４％
３０％

県内水源県内水源

参考）ため池は、約16,000箇所（総容量 136百万m3）
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(平成５年基準年)
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香川県内ダムの利水総貯水容量（計画）
(単位：千m3)

(単位：m3/日)上記のうち、開発水量

139,500
152,500

上水
上水

工水 工水

約1.6倍

（県１５ダム＋利水１ダム） （４事業完了後）

約1.3倍

（椛川、五名、内海、綾川ダム群）

工業用水計
8,708(15%)

水道用水計
15,322(25%)

農業用水計
36,572(60%)

(平成５年基準年)
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2.吉野川の利水の現状と
水利用実態



水道有効率及び生活用水使用量の比較

2.吉野川の利水の現状と
水利用実態 香川用水香川用水

福岡渇水（福岡渇水（19781978））

高松砂漠（高松砂漠（19731973））

列島渇水（列島渇水（19941994））

水道用水有効率及び一人一日平均生活用水使用量
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一
日

平
均
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活

用
水

使
用

量

（％） （L/人/日）

福岡市の有効率

福岡市の一人一日平均生活用水使用量

全国平均有効率

香川県の有効率

香川県の一人一日平均生活用水使用量

全国平均一人一日平均生活用水使用量

高松砂漠（高松砂漠（19731973））

福岡渇水（福岡渇水（19781978）） 列島渇水（列島渇水（19941994））



福岡市の渇水対策：配水調整システム

「水管理センター」では市内全域の配水管網を、７１箇所の流量計・１２１箇所の水圧
計によって２４時間体制で監視し、電送されてきたデータをもとに１５８箇所の電動弁を
遠隔操作することで、常に変動している流量や水圧をリアルタイムで集中制御できます。

１つの浄水場の水源
が減少した場合、余
裕のある別の浄水場
からの水融通が容易

香川用水香川用水
2.吉野川の利水の現状と

水利用実態



北岸用水

下流国営

麻名用水

北岸用水取水口（池田ダム）

吉野川の水は、沿川一帯で利用されています。

河口堰（旧吉野川）

池田ダム

大塚製薬工業用水

松茂町水道取水口

徳島用水徳島用水
2.吉野川の利水の現状と

水利用実態
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

池
田
地
点
確
保
流
量
（
m

3
/
s
）

香川用水（新規：農水）

香川用水（新規：工水）

香川用水（新規：上水）

徳島用水（新規：農水）

徳島用水（新規：工水）

徳島用水（新規：上水）

徳島用水（不特定用水）

徳島用水（河川維持用水）

池田地点確保流量（計画値）池田地点確保流量（計画値）
2.吉野川の利水の現状と

水利用実態

香川用水（新規）最大香川用水（新規）最大15.8m15.8m33/s/s

徳島用水（新規）最大徳島用水（新規）最大14.4m14.4m33/s/s

徳島用水（不特定および河川維持）徳島用水（不特定および河川維持）
最大最大43.0m43.0m33/s/s

※平成14年以降の計画値



吉野川総合開発の利水計画（計画時）吉野川総合開発の利水計画（計画時）
（（不特定用水不特定用水））

2.吉野川の利水の現状と
水利用実態

旧吉野川

汽水域
維持流量なし

第
十
堰

池田上水
0.0463

北岸用水 11.3

柿
原
堰

徳島市上水
0.47

中流域の上水
0.24m3/s

中流域の農水
2.94m3/s

高
瀬(

西
条
大
橋)

麻名用水（慣行）
7.10m3/s

板名用水(慣行)
5.5m3/s

農水
28.0

上水・工水
1.41

池田から高瀬（西条）の取水につい
ては、支川流域流出量で対応

①河川維持流量は、本川13m3/s
②不特定は、高瀬地点下流の既得用水のみで、池田から高瀬の利水は、計上しない。

早
明
浦
ダ
ム

池
田
ダ
ム

都市：2.0

農水：28.0

河川：13.0

維持流量
13.0

不特定43.0



吉野川総合開発の利水運用模式図吉野川総合開発の利水運用模式図
（（新規用水新規用水））

2.吉野川の利水の現状と
水利用実態

旧吉野川

第
十
堰

三好市上水
0.10m3/s

柿
原
堰

高
瀬(

西
条
大
橋)

早
明
浦
ダ
ム

池
田
ダ
ム

都
市

：
4.

5

農
水

：
11

.3

北岸用水
3.5m3/s

徳島市上水
1.45m3/s

大麻・吉野川北岸工水
2.03m3/s

香川用水 15.8m3/s

鳴門市等上水
0.95m3/s

阿波市上水
0.08m3/s

美馬市上水
0.02m3/s

国営土地改良
0.21m3/s

都市：10.6

農水：0.21

三好市等上水
0.07m3/s

未利用
約6.5m3/s



吉野川総合開発の利水計画（計画時）吉野川総合開発の利水計画（計画時）
2.吉野川の利水の現状と

水利用実態

旧吉野川

汽水域
維持流量なし

第
十
堰

三好市(池田町)上水
0.0463

北岸用水 11.3

柿
原
堰

徳島市上水0.47

中流域の上水
0.24

中流域の農水
2.94

高
瀬(

西
条
大
橋)

麻名用水（慣行）
7.10

農水
28.0

上水・工水
1.41

池田から高瀬（西条）の取水については、支川
流域流出量で対応

①河川維持流量は、本川13m3/s
②不特定は、高瀬地点下流の既得用水のみで、池田から高瀬の利水は、計上しない。

早
明
浦
ダ
ム

池
田
ダ
ム

都市：2.0

農水：28.0

河川：13.0

維持流量13.0

北岸用水 3.5

都
市

：
4.

5
農

水
：
11

.3

香川用水 15.8

都市：10.6

農水：0.21

徳島市上水1.45
三好市上水0.10

三好市等上水
0.07

美馬・阿波市上水
0.10

国営土地改良0.21

板名用水(慣行)
5.5

大麻・吉野川北岸工水
2.03

鳴門市等上水
0.95

不特定

新規

凡
例

不特定43.0

未利用
約6.5m3/s



吉野川総合開発の運用計画（北岸用水）吉野川総合開発の運用計画（北岸用水）
2.吉野川の利水の現状と

水利用実態

汽水域
維持流量なし

旧吉野川

第
十
堰

②池田上水 0.0463
不特定の先取り

柿
原
堰

徳島市上水
0.47

高
瀬(

西
条
大
橋)

麻名用水（慣行）
7.10m3/s

板名用水(慣行)
5.5m3/s

農水
28.0

③池田から高瀬（西条）の取水につい
ては、支川流域流出量で対応

①北岸用水を旧吉野川の農水から先取り
②池田上水を都市用水から先取り
③先取り分は、残流域流出により補完

早
明
浦
ダ
ム

池
田
ダ
ム

都市：1.95

農水：16.7

維持流量
13.0

河川：13.0

①北岸用水 11.3
不特定の先取り

中流域の上水
0.24m3/s

中流域の農水
2.94m3/s

不特定

上水・工水
1.41



里浦

汽水域

旧吉野川

第
十
堰

池田上水
0.0463

柿
原
堰

中流域の上水
0.24m3/s

中流域の農水
2.94m3/s

高
瀬(

西
条
大
橋)

麻名用水（慣行）
7.10m3/s

池田から高瀬（西
条）の取水につい
ては、支川流域流
出量で対応

【平成１８年４月申請】
①受益面積の減少による取水量の減少
②里浦地区用水（新規）の暫定取水口の設置（旧吉野川で取水）

早
明
浦
ダ
ム

池
田
ダ
ム

都市：1.95

農水：16.7

河川：13.0

維持流量
13.0

北岸用水 11.3m3/s
下流不特定の先取り

徳島市上水
0.47

上水・工水
0.64

【水源】
不特定28
【許可量】
不特定22.5

里浦地区の水
源は、新規

吉野川総合開発の利水運用模式図吉野川総合開発の利水運用模式図
（下流国営の変更）（下流国営の変更）

2.吉野川の利水の現状と
水利用実態

板名用水(慣行)
5.5m3/s



吉野川の水利用量吉野川の水利用量 とその内訳とその内訳①①

名頃ダム名頃ダム

池田ダム池田ダム

松尾川ダム松尾川ダム

早明浦ダム早明浦ダム

鹿森ダム鹿森ダム

別子ダム別子ダム

鏡ダム鏡ダム

長沢ダム長沢ダム

大森川ダム大森川ダム

穴内川ダム穴内川ダム

富郷ダム富郷ダム
柳瀬柳瀬
ダムダム

新宮新宮
ダムダム

国分川国分川

鏡川鏡川仁淀川仁淀川

国
領
川

国
領
川

吉野川吉野川

松尾川松尾川

銅山川銅山川

繁藤繁藤
ダムダム

0.40.4億億mm33（（0.90.9%%））

2.12.1億億mm33（（4.34.3%%））

0.90.9億億mm33（（1.91.9%%））

2.12.1億億mm33（（4.24.2%%））

0.90.9億億mm33（（1.91.9%%））

1.71.7億億mm33（（3.53.5%%））

⑧⑧松尾川導水松尾川導水④④別子分水別子分水

①①仁淀川分水仁淀川分水

②②高知分水高知分水

③③穴内川分水穴内川分水

2.2.77億億mm33（（5.35.3%%））

うち、うち、
総合開発前分総合開発前分 0.0.44億億mm33（（0.0.7%7%））
総合開発以降分総合開発以降分2.32.3億億mm33（（4.4.6%6%））

⑤⑤愛媛分水愛媛分水

⑥⑥香川用水香川用水

池田ダム下流（徳島県内）での利用池田ダム下流（徳島県内）での利用
11.311.3億億mm33（（23.2%23.2%））

無効水量（洪水等）無効水量（洪水等）
26.726.7億億mm33（（54.9%54.9%））

⑦⑦吉野川北岸農業用水吉野川北岸農業用水

※1

79.9%

4.3%

6.2%

9.6%

1.9%

54.9%

4.3%

1.9%
3.5%

4.2%

23.2%

年間流出量
48.7億トン

（池田）

徳島

高知

愛媛

香川

徳島用水

（11.3億m3）

無効水量（洪水等）

（26.7億m3）

香川用水

（2.1億m3）

愛媛分水（総合開発以降）

（2.3億m3）

愛媛分水（総合開発前）

（0.4億m3）0.7%

別子分水

（0.4億m3）0.9%

松尾川導水

（0.9億m3）

穴内川分水

（2.1億m3）仁淀川分水

（1.7億m3）

高知分水（0.9億m3）

4.6%

出典：ダム管理年報
取水量報告

※3

※2

吉野川の水利用量とその内訳吉野川の水利用量とその内訳

※1 水利用量とは、各用水および発電に使用された水量を示す。
※2 無効水量とは、洪水等で利用できていない水量。
※3 徳島用水のうち、新規工水未利用分(6.5m3/s相当)を示す。
※4 これ以外にも、池田下流においては水利用がある。

2.吉野川の利水の現状と
水利用実態

水利用率は約水利用率は約4545%%
（平成（平成88年～平成年～平成1717年の年の1010ヵ年平均）ヵ年平均） ※4

徳島用水徳島用水



79.9%

4.3%

6.2%

9.6%

1.9%

54.9%

4.3%

1.9%
3.5%

4.2%

23.2%

年間流出量
48.7億トン
（池田）

徳島

高知

愛媛

香川

徳島用水

（11.3億m3）

無効水量（洪水等）

（26.7億m3）

香川用水

（2.1億m3）

愛媛分水（総合開発以降）

（2.3億m3）

愛媛分水（総合開発前）

（0.4億m3）0.7%

別子分水

（0.4億m3）0.9%

松尾川導水

（0.9億m3）

穴内川分水

（2.1億m3）仁淀川分水

（1.7億m3）

高知分水（0.9億m3）

4.6%

7.6%

1.6%

90.8%

0.7%

15.8%3.5%
4.2%

0.9%

73.0%

徳島

高知

愛媛

愛媛分水（総合開発前）

（0.4億m3）
徳島用水

（7.7億m3）

別子分水

（0.4億m3）

松尾川導水

（0.9億m3）

穴内川分水（2.1億m3）
仁淀川分水（1.7億m3）

無効水量（洪水等）

（35.6億m3）

1.9%

年間流出量
48.7億トン

（池田）

※1 水利用量とは、各用水および発電に使用された水量を示す。
※2 無効水量とは、洪水等で利用できていない水量。
※3 徳島用水のうち、新規工水未利用分(6.5m3/s相当)を示す。
※4 吉野川総合開発計画の用水供給計画における、徳島用水のうち、不特定かんがい・既得用水量を記載。なお、池田下流においてはこれ以外にも水利用がある。

出典：ダム管理年報
取水量報告

総合開発以降総合開発以降 総合開発前総合開発前

吉野川総合開発により、吉野川の水利用率は約吉野川総合開発により、吉野川の水利用率は約2727％％⇒⇒約約4545%%（平成（平成88年～平成年～平成1717年の年の1010ヵ年平均）ヵ年平均）

※3

※2 ※2

※4

吉野川の水利用量吉野川の水利用量 とその内訳とその内訳②②
※12.吉野川の利水の現状と

水利用実態



四国内の四国内の電力供給力電力供給力に占める水力発電のウエイトに占める水力発電のウエイト
2.吉野川の利水の現状と

水利用実態

31%

27%

7%

11%

24%
石油等

石炭

原子力

〔参考〕1日の電気の作り方（四国・夏季）

資料提供：四国電力（株）

電源開発の面からも吉野川電源開発の面からも吉野川水系水系のウエイトはのウエイトは
大きい大きい。。

31%

27%

7%

11%

24% 石油等

石炭

原子力

水力
18％

吉野川水系

水力全体の61％

四国の発電設備
構成比率

（H18度末）

水力発電は、ベース発電の一部と、
電力需要の変動に対応する重要な
役割を担っている。



H17年の渇水で、最初に貯水率０％となった８月１９日時点では、発電用
水が約９８６万トンと底水１,０００万トンが残されていました。

平成17年8月19日20時

利水容量（使用済）

17,300万トン

枯渇

発電残容量
986万トン

底 水 1,000万トン

2.吉野川の利水の現状と
水利用実態

H17H17渇水渇水
渇水時の特別措置【発電専用容量の貯水量】



日本の水資源の現状日本の水資源の現状 渇水被害の発生状況渇水被害の発生状況
2.吉野川の利水の現状と

水利用実態

渇水影響度（106％・人・日）

0 200 400 600 800 1,000 1,200

北海道

東北

関東

東海

北陸

近畿

中国

四国

九州

沖縄

平成13年
平成14年
平成15年
平成16年
平成17年

渇水影響人口（千人）

0500100015002000

北海道

東　北

関　東

東　海

北　陸

近　畿

中　国

四　国

九　州

沖　縄

最近２０ヶ年で最近２０ヶ年で上水道が減断水を行った年数上水道が減断水を行った年数(S61(S61～～H17H17））
(日本の水資源 抜粋）

※渇水影響度とは、給水制限率×給水制限日数×影響人口の和
（国土交通省水資源部調べ）

（影響人口は上水道影響人口と、簡易水道影響人口の和）

（渇水影響度は上水道のみとしている）

（関東は内陸と臨海 近畿は内陸と臨海 中国は山陰と山陽 九州は北と南）

過去５年間の被害状況
最近２０ヶ年で渇水の発生した状況

８ヶ年以上

４～７ヶ年

２～３ヶ年

０ ヶ年

１ ヶ年

大都市、瀬戸内海、離
島において渇水が多発

渇水影響人口（千人） 渇水影響度（106％・人・日）

四 国



2.吉野川の利水の現状と
水利用実態 日本の年降水量の経年変化日本の年降水量の経年変化

渇水年の少雨化
が進行

18981898年から年から20042004年までの約年までの約100100年間年間 ・・・・・・ 減少傾向減少傾向
19601960年代半ば～年代半ば～ ・・・・・・ 多雨の年と少雨の年の差が大きくなってきた多雨の年と少雨の年の差が大きくなってきた

早明浦ダム早明浦ダム
計画対象期間計画対象期間

（（1010ヶ年）ヶ年）

19481948 19571957



早明浦ダムでは昭和50年の管理開始以降33年間で22回の取水制限を実施している。

近年においても、平成6年及び平成17年の渇水時においては特に厳しい取水制限が実施された。

現在現在

2.吉野川の利水の現状と
水利用実態 吉野川の渇水（取水制限の状況）吉野川の渇水（取水制限の状況）

利水貯水率0％（平成6年）

利水貯水率0％（平成17年）



石狩川

岩木川

最上川

名取川

利根川

荒川

相模川

信濃川

手取川

木曽川

豊川

矢作川

淀川

太田川

吉野川

筑後川

17年に1回程度

6年に1回程度

25年に1回程度

30年に1回程度

2年に1回程度

3年に1回程度

4年に1回程度

6年に1回程度

37年に1回程度

3年に1回程度

4年に1回程度

4年に1回程度

13年に1回程度

3年に1回程度

2年に1回程度

1/5 1/10 1/15 1/251/20

利水安全度

吉野川

1/30 1/401/35

全国の主要な一級水系のダム等の現状利水安全度全国の主要な一級水系のダム等の現状利水安全度
2.吉野川の利水の現状と

水利用実態

通常の目標利水
安全度は、1/10

吉野川は、約１/３～４ と利水安全度が低い

利水安全度利水安全度：河川から安定的に取水できる度合いを示す指標
※利水安全度が１／１０であれば、10年に1回程度の割合で発生する渇水に対しても安定した取水が可能である。
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間
水
使
用
状
況

徳島用水（松尾含） 香川用水

愛媛県合計 高知県合計

無効水量（洪水等）
(億m3)

75.2%

5.8%

8.6%

10.4%

3.4%

37.1%

5.8%

3.8%
4.4%

34.6%

2.2%

年間流出量
31.0億トン

（池田）
徳島

高知

愛媛

香川

徳島用水

（10.7億m3）

無効水量（洪水等）

（11.5億m3）

香川用水

（1.8億m3）

愛媛分水（総合開発以降）

（2.0億m3）

愛媛分水（総合開発前）

（0.4億m3）1.2%

別子分水（0.3億m3）1.0%

松尾川導水

（1.1億m3）

穴内川分水

（1.4億m3）仁淀川分水

（1.2億m3）

高知分水（0.7億m3）2.2%

渇水渇水の年の年の水資源利用率の水資源利用率
2.吉野川の利水の現状と

水利用実態

・水利用量は毎年ほぼ一定。・水利用量は毎年ほぼ一定。
・渇水年（・渇水年（寡雨年寡雨年）は無効水量が少なく、豊水）は無効水量が少なく、豊水年（多雨年）年（多雨年）
は無効水量が多い。は無効水量が多い。
・渇水年でも、四国地域では利用可能な水量のうち１／４・渇水年でも、四国地域では利用可能な水量のうち１／４
程度しか利用できていない。程度しか利用できていない。

出典：ダム管理年報
取水量報告

平成平成1717年渇水時の水利用率は約年渇水時の水利用率は約63%63%
（（1010ヵ年平均は約ヵ年平均は約4545%%））

平成平成1717年（渇水年）の水利用状況（吉野川）年（渇水年）の水利用状況（吉野川） 県別使用量と無効水量の経年変化と県別使用量と無効水量の経年変化と1010ヵ年平均ヵ年平均（吉野川）（吉野川）

渇水年の地域別水資源使用率渇水年の地域別水資源使用率

出典：国土交通省ＨＰ

※水資源賦存量：利用可能な水の量

※

※徳島用水のうち、新規工水未利用分(6.5m3/s相当：ただし取水制限により未利分を100％
カットした期間分は除く)を示す。

四国
23.3％



3．吉野川の水環境の現状



流水の正常な機能維持流水の正常な機能維持3.吉野川の水環境の現状

○河川流水の正常な機能維持を確保するための検討項目

他の項目からの必要量が確保されれば満足できる⑨地下水位の維持

保護が必要な木製施設は存在しない⑧河川管理施設の保護

河口閉塞は発生していない⑦河口閉塞の防止

塩害は生じていない⑥塩害の防止

干潮区間もしくは湛水区間であり、必要流量を設定しない⑤漁業

湛水区間が大半であり、必要流量を設定しない④舟運

１５．８旧吉野川・今切川区間の環境基準を満足させるために必要な流量③流水の清潔の保持

アンケートにより、過半数が満足する眺望を確保可能な流量②景観

湛水区間が大半であり、必要流量を設定しない①動植物の生息地または生息地の状況

基本方針
（m3/s）

決定根拠等検討項目

（旧吉野川地点）



早明浦ダムの濁水早明浦ダムの濁水①①3.吉野川の水環境の現状
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早明浦ダム貯水池（平成17年9月） 早明浦ダム直下（平成17年9月）
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早明浦ダムの濁水早明浦ダムの濁水②②3.吉野川の水環境の現状

（年度）
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貯水池内の底泥除去

貯水池内の間伐

昭    和 平     成

取水設備改造 ～高濁度放流運用

吉野川水系
濁水調査委員会

調査研究会

昭和５１年台風１７号に
よる濁水の長期化発生

平成６年異常渇水による
濁水の長期化発生

台風群による濁水の長期化発生

夏渇水・台風１４号に
よる濁水の長期化発生

治山・砂防事業（S５４～）

ダム周辺環境整備事業（S５７～）

ｸﾞﾘｰﾝﾍﾞﾙﾄ事業(貯水池水質保全事業）（S６２～）

選択取水設備操作に
関する検討会

ﾀﾞﾑ濁水対策
技術検討会

治山・砂防事業の推進

貯水池斜面の浸食防止

提　案

提 案

貯水池斜面の浸食防止(グリーンベルト事業)

表面取水設備を改造し、選択取水設備へ（高濁度放流）

底泥除去対策・その他各種対策方法検討

運用ﾙｰﾙ決定
及び実績検証

各種対策工法検討
→　ｺﾝｼﾞｯﾄ効果大

ダム濁水対策
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○早明浦ダムにおける濁水対策

これらの取り組みに加え、「濁水を「濁水を、、ダムから早期ダムから早期にに放流可能となる放流可能となる
放流設備の追加」放流設備の追加」がが濁水軽減に効果がある濁水軽減に効果があるとされており、実現に向実現に向
けた検討を進めている。けた検討を進めている。


